
高坂家文書流出事故

長野県中川村の高坂家本家から大量の「高坂家文書Jが流出してしまった。時期、

原因は不明。高坂家は実質的に断絶しているので、関係者とは連絡がつかない状

況にある。東北地方の大学の先生の手に渡ってしまった。先生に確認したところ、

①高坂家の資料は、インターネットオークションに出していた業者より購入し

たものになります。伊那の他家文書と混ぎっており何とか分けました。

②残念ながら、流出経路については分かりません。ここからは推測となりますが、

まとまってありますので、もともと箪笥や木籍などに入っていた状態だったも

のを業者が、中身を取り出して、別家のものとまとめて、オークションに出した

ものとみられます。史料は初出で、かつてどの研究者も見たことがないもののよ

うです。流出元も中身に古文書など貴重なものが入っているとは知らずに、家の

片付けを兼ねて、箪笥や木箱ごと業者に畿してしまったのではないか、と思って

おります。ゴミとして処分されなかったのは幸いと思っているところです。

との連絡を受けた。

長野県は群雄割拠で1日家が多かったので、古文書の流出が頻繁に起きているよ

うだが尋常ではない。先生も何ら疑FH5を抱くことなく分類したようである。

現在、長野県立歴史館に所蔵されているので、デジタル複写の提供を求めたが、

デジタル化されているのは 1点のみで、その他については提供することができ

ないとのことだった。現地での直接閲覧・写真撮影しか確認する方法はない。

公的機関に所蔵されていれば、盗難・火事に遭わずに済むので、維持・安全性確

保の点では安心であるが、デジタル化の実現が切に望まれる。

(川端紅葉著 2026・ 10・ 5)
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「高坂家文書」(日本農業史の研究、小林平左ェ門著、昭和 27年 11月 )

農商務省の小林平左ェ門氏が、昭和 9年 3月 に南向村大草の高坂徳風宅を

訪問して見た証文(長野県立歴史館目録 4-42-67と 同じ)。
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